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 京都の難読漢字の一つ【蹴上
け あ げ

】 〜その弐〜 
 前回【蹴上】〜その壱〜に続き今回は〜その弐〜をお届けします。 

本当にこの周辺には疏水に関する施設が多くて主だったものだけでも紹介するのに何回かかるの
か今は想像出来ないのが正直な思いです。 

しかも昨年８月２７日付けで琵琶湖疏水の２４か所が国宝・重要文化財（以降重文と略します）
に指定されました。 

⻄洋技術の習得過程にあった明治中期において、当時の⼟⽊技術の粋を集めて築かれ、世界的に
高い評価を得た、類い稀なる構造物であり、明治日本における都市基盤施設の金字塔である、と高
い評価を受けての指定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記が国宝・重文に指定される約３か月前に国の文化審議会において、琵琶湖疏水の諸施設を国宝・重要文
化財に新たに指定することについて、答申が出された内容を京都市上下水道局が発表した内容の一部です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蹴上付近で紹介出来る国宝は、【第三隧道】の出口付近の他、【インクライン】と【南禅寺水路閣】の３か所です。 
次回以降のこの寄稿文で詳しくご紹介したいと思いますのでご期待くださいませ。（５−６にて予定しています）

続いて重文指定される施設は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



これら重文施設の中でこの【蹴上】シリーズでご紹介させていただく予定の施設は、 
【日岡隧道】、【新旧両水連絡洗堰】、【合流隧道】及び【蹴上放水所】は１セットとして、５−４ 
にて 
【旧御所水道大日山水源地喞筒所】と【本願寺水道水源池】は次回５−３にて 
【蹴上発電所旧本館】はこの中には⼊ってはいませんが【蹴上浄水場】と一緒に５−５にて 
 
それぞれ予定しております。 
 
当初はこんななるとは予定していなかったのですが前回以降紹介するに合わせて何度か現地を訪

問する度に新しい発見と同時にその真意を確認していくうちに段々と深みにはまってしまい、途中
で中途半端な紹介記事にだけはしたくない！と思うようになった次第です。 

 
次回予定の【旧御所水道大日山水源地喞筒所】では設計者の宮内省・宮廷建築家である片山東熊

と琵琶湖疏水の⼯事部⻑⽥邉朔郎他疏水事業関係者との意外な接点を、【本願寺水道水源池】では何
故本願寺（東本願寺）が寺院単独で疏水から水を４．６ｋｍも配管を埋設する⼯事を選んだのか？
などを中心にお話したいと思います。 

 
特に私個人が明治維新前後に活躍した為政者や名も知らなかった人々の相関関係に興味を持った

ことから始まったライフワーク。 
紹介することで新たな真実が見つかったりするこのＥＡＨＧ様の会報に、こうして寄稿文を寄せ

る機会を与えてくださっていることが私のライフワークを進める大きな原動力になっています。 
そしてそうした偶然な出会いが相関図を形成しながら広がっていることを感謝しております。 
 
このご縁を今後も大事にしながら皆さんに一服の安らぎ・郷愁の思いが伝われば幸いです。 
 
       ＤＥ ＪＨ３ＭＫＰ/岡口 正幸   ２０２６．３．３記 
 
今回の画像等は京都市上下水道局様の広報記事およびその中での報道発表資料を使わせいただき

ました。詳細は同局のＨＰ等から知ることが出来ますので、転載等はご遠慮ください。 
そしてこの広報記事の発表後、同年８月２７日付け発行の官報において正式に指定されました。 
 
次回以降につきましては私が現地にて撮影した画像をメインに構成したいと思っております。 
どうぞご期待ください。 


